
日臨救急医会誌（JJSEM）2025；28：135-209138

6 月 20日（金）

■第 1 会場（パシフィコ横浜　会議センター　1F メインホール）

会長講演（CL）� 8：20〜 9：00

	 座長	 大阪急性期・総合医療センター  高度救命救急センター  救急診療科	 藤見	 聡

CL（D）	 “Cutting edge” のすすめ
	 	 自治医科大学  医学部  総合医学第 1講座	 守谷	 俊

シンポジウム 1（SY1）� 9：00〜 10：30

	 「院外心停止例の神経学的転帰改善〜病院前からリハビリテーションまで〜」
	 座長	 日本大学  医学部救急医学系  救急集中治療医学分野	 木下	 浩作
	 	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 守谷	 俊

SY1-1（E）	 口頭指導教育等強化の取り組みが	 	
	 バイスタンダーCPRの質に与える効果の検証	 	
	 〜神経学的予後改善を見据え口頭指導の次なる一手を模索する〜

…………………………………………泉州南消防組合泉州南広域消防本部	 木村	 信広
SY1-2（E）	 High-performance CPR を現場で実践するための取り組み	 	
	 〜消防隊員の役割の重要性〜

………………………………………………………白山野々市広域消防本部	 髙田	 康平
SY1-3（D）	 機械学習で作成した介入時間微調整シナリオ解析と迅速な現場への	 	
	 フィードバック指標の提示

………………………………… 奈良県立医科大学  高度救命救急センター	 川井	 廉之
SY1-4（D）	 病院前 ECPR の安全性と将来像〜ドクターカーV3の挑戦〜

……………………………………… 八戸市立市民病院  救命救急センター	 十倉	 知久
SY1-5（D）	 Go for the Cutting Edge Resuscitation	 	
	 〜 Prehospital ECPR がもたらす病院前心肺蘇生のパラダイムシフト〜

……………………………………… 済生会宇都宮病院  救急・集中治療科	 藤田	 健亮
SY1-6（D）	 心停止傷病者の最善の予後を目指して	 	
	 〜徹底して脳を護るには「早さ」を追求しなければならない〜

………………………………………………… 日本医科大学  救命救急科／
	 日本医科大学付属病院  高度救命救急センター	 鹿野	 恒
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シンポジウム 2（SY2）� 10：30〜 12：00

	 「蘇生科学の最新エビデンスアップデート〜ガイドライン改訂に向けて〜」
	 座長	 公立昭和病院	 坂本	 哲也
	 	 医療法人徳洲会吹田徳洲会病院	 丸川	征四郎

SY2-1（D）	 一次救命処置（BLS）
………………………… 健和会大手町病院  救急科／救急救命九州研修所	 畑中	 哲生

SY2-2（D）	 成人の二次救命処置
………………………………独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院	 真弓	 俊彦

SY2-3（D）	 普及・教育のための方策（EIT）
………………… 日本蘇生協議会  普及・教育のための方策（EIT）部会	 武田	 聡

SY2-4（D）	 蘇生科学の最新エビデンスアップデート　ガイドライン改訂に向けて
…………………………………………… 山形大学  医学部  救急医学講座	 小林	 忠宏

SY2-5（D）	 JRC 蘇生ガイドライン 2025　妊産婦部会の活動
…………………… 日本大学  医学部  救急医学系救急集中治療医学分野	 櫻井	 淳

ランチョンセミナー（LS1）� 12：10〜 13：05

	 座長	 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科	 井上　潤一

LS1（D）	 救急医療をリアルタイムにつなぐ：救急DXの現在地
	 	 東京慈恵会医科大学  救急災害医学講座（危機管理救命分野）／
	 	 東京慈恵会医科大学附属病院  救命救急センター	 田上　　隆
	 	 日本体育大学  保健医療学部救急医療学科／
	 	 日本体育大学大学院  保健医療学研究科  救急災害医療学専攻	 鈴木　健介

� 共催：バーズ・ビュー株式会社／日本電気株式会社

特別講演 1（SL1）� 13：30〜 14：20

	 座長	 大阪公立大学大学院  医学研究科  救急医学	 溝端	 康光

SL1（D）	 様々な職種における，これからの医療安全に必要なものは？
	 	 公益社団法人日本医師会	 松本	 吉郎
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シンポジウム 3（SY3）� 14：30〜 16：00

	 「周産期領域（母体救命と新生児蘇生）と救急領域の協力体制を確立させるには」
	 座長	 日本大学医学部附属板橋病院  救命救急センター	 櫻井	 淳
	 	 東京消防庁  救急部  救急医務課	 塚田	 信隆

SY3-1（N）	 ドクターカー要請による周産期診療の早期開始を可能にする体制
………………………………………… 八戸市立市民病院  看護局  手術室	 齋藤	 友厚

SY3-2（D）	 ORIONデータを用いた大阪府における妊産婦救急搬送の記述疫学研究
………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 片山	 祐介

SY3-3（D）	 妊産婦死亡症例の実状と周産期救急の課題
…………………………………… 昭和医科大学  医学部  産婦人科学講座	 新垣	 達也

SY3-4（D）	 日本母体救命システム普及協議会による救急医療関係者向けの	 	
	 トレーニングコース：プレホスピタル版の開催実績と評価

……………………京都府立医科大学／日本母体救命システム普及協議会	 山畑	 佳篤
SY3-5（D）	 医療体制・救急搬送・地域における周産期救急の課題抽出	 	
	 〜日本臨床救急医学会のできること〜

……………… 日本赤十字社医療センター  救命救急センター・救急科／
	 日本母体救命システム普及協議会 J-CIMELS ／
	 妊産婦死亡症例検討評価委員会	 山下	 智幸

SY3-6（N）	 当院における母体・新生児を救うための取り組み
………………………………… 済生会横浜市東部病院  救命救急センター	 更科	 陽子

教育講演 1（EL1）� 16：00〜 17：00

	 座長	 昭和医科大学  医学部  医学教育学講座	 川原	千香子

EL1（D）	 トリアージの分類とその背景理論 
	 	 日本大学  医学部救急医学系  救急集中治療医学分野	 櫻井	 淳

海外講演（LO）� 17：00〜 18：00

	 座長	 東洋大学  情報連携学  学術実業連携機構（INIAD-cHUB）	 森村	 尚登

LO（D）	 The French SAMU system: 	 	
	 from daily practice to major mass casualty incidents

	 	 Universitary Hospital Necker - Enfants Malades, SAMU de Paris,  　
� Anesthesiology and Critical Care Department　Benoît VIVIEN

� ※日本語字幕あり
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■第 2 会場（パシフィコ横浜　会議センター　5F 503）

シンポジウム 4（SY4）� 9：00〜 11：00

	 「救急診療におけるタスクシフト／シェアの現状とその先を考える　	 	
	 〜アウトカム向上を目指して各職種にできること〜」
	 座長	 救急振興財団  救急救命東京研修所	 田邉	 晴山
	 	 八戸市立市民病院  救命救急センター	 今	 明秀

SY4-1（D）	 救急総合診療科新設から 2年間の歩み	 	
	 〜出口問題等での負担軽減の取組み〜

………………………………………… 手稲渓仁会病院  救命救急センター	 岡本	 博之
SY4-2（D）	 東京都医療施設における救急診療関連業務担当職種の現況

………………………………………………… 東京都医師会  救急委員会／
	 東洋大学  情報連携学学術実業連携機構（INIAD-cHUB）	 森村	 尚登

SY4-3（N）	 救急看護におけるタスクシフト／シェアの現状と展望	 	
	 〜専門性を活かし，患者アウトカムの向上を目指して〜

……………………………………………………………………日本医科大学	 須田	 果穂
SY4-4（D）	 米国 EMS経験を持つ初期研修医の視点で考える	 	
	 病院救命士の役割と課題

………………………………… 東京ベイ・浦安市川医療センター  診療部	 田中	 翔大
SY4-5（D）	 救急診療におけるタスクシェアの鍵は「病院救命士」である	 	
	 〜急性期 180床で年間 9000件の救急応需を達成するまで〜

……………………………………… 関西メディカル病院  ER センター／
	 関西メディカル病院  救急集中治療部	 吉永	 雄一

SY4-6（R）	 救急診療の中で診療放射線技師が目指すべきタスクシフト／シェアとは
…………………………………………………………………神戸赤十字病院	 宮安	 孝行

SY4-7（P）	 救急外来常駐薬剤師へのタスクシフト／シェアの考察	 	
	 〜薬剤師の介入が質の高い薬物療法につながった一例から〜

………………………………………………… 京都第二赤十字病院  薬剤部	 川島	 裕明
SY4-8（MT）	 臨床検査技師が救急診療において協働していくための 1st STEP

………………………… 大阪大学医学部附属病院  医療技術部  検査部門	 兒嶋	 嵩

会長特別企画 1（SP1）� 11：00〜 12：00

	 「災害時における軽油（クリーンディーゼル車）の有用性について」
	 座長	 社会医療法人緑泉会米盛病院  救命救急センター	 冨岡	 譲二

SP1（C）	 災害時における軽油（クリーンディーゼル車）の有用性について
	 	 マツダ株式会社  国内営業本部  
	 	 リテールオペレーション支援部  法人チーム	 南部	 敦
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パネルディスカッション 1（PD1）� 14：30〜 16：00

	 「EXPO 2025 大阪・関西万博の医療救護体制（指定演者）」
	 座長	 大阪公立大学大学院  医学研究科  救急医学	 溝端	 康光
	 	 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 織田	 順
	 特別発言	 東洋大学  情報連携学  学術実業連携機構（INIAD-cHUB）	 森村	 尚登

PD1-1（D）	 近年のマスギャザリングイベント対策から考える，	 	
	 大阪・関西万博医療のくみたて

………… 大阪大学  救急医学／ 2025 年日本国際博覧会医療救護協議会	 織田	 順
PD1-2（D）	 2025 大阪・関西万博における多数傷病者対応について

………………………………………………大阪急性期・総合医療センター	 藤見	 聡
PD1-3（N）	 関係団体の立場から大阪・関西万博の安全・安心な運営を考える

…………………………………………………公益社団法人大阪府看護協会	 桑鶴	由美子
PD1-4（C）	 大阪・関西万博における大阪市消防局の対応

……………………………………………………………………大阪市消防局	 塩谷	 壮史
PD1-5（D）	 2025 日本国際博覧会における賓客対応

……………………………………………国立病院機構本部DMAT事務局	 若井	 聡智

パネルディスカッション 2（PD2）� 16：00〜 17：30

	 「「特定行為研修修了看護師」や「診療看護師（NP）」と医師の働き方改革」
	 座長	 湘南医療大学  保健医療学部  看護学科	 山勢	 善江
	 	 東京ベイ・浦安市川医療センター  救急集中治療科	 舩越	 拓

PD2-1（N）	 当院の一般病棟の診療看護師の活動と役割
……………………………独立行政法人労働者健康安全機構関西労災病院	 太田垣	猛志

PD2-2（N）	 循環器救急に特化した集中治療科における	 	
	 診療看護師 (NP) の活動について

………………………………………………………かわぐち心臓呼吸器病院	 松尾	 拓也
PD2-3（N）	 診療看護師の可能性を拓く〜救急外来での実践と多職種への貢献性〜

………………………………………………………………令和健康科学大学	 後小路	 隆
PD2-4（N）	 当院における診療看護師（NP）役割	 	
	 〜県内唯一の救急科NPとして〜

………………………………… 秋田大学医学部附属病院  NP 室／救急科	 佐藤	 大祐
PD2-5（D）	 診療看護師と特定行為研修修了看護師で構成した	 	
	 NP チームの救急外来での活躍

……………………………………………………………正志会平成立石病院	 大桃	 丈知
PD2-6（D）	 ストレスなく特定行為研修修了看護師や診療看護師が	 	
	 医師の業務を行うための環境整備

……………………………………………………………ベルランド総合病院	 濱口	 満英
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PD2-7（D）	 診療看護師による診療報酬獲得への取り組み	 	
	 〜医師のタスクシフトから新たなタスク獲得へ〜

……… 国立病院機構高崎総合医療センター  救命救急センター  救急科	 町田	 浩志

■第 3 会場（パシフィコ横浜　会議センター　5F 501）

シンポジウム 5（SY5）� 9：00〜 10：30

	 「傷病者の意思に沿った心肺蘇生の中止〜救急隊のDNAR対応〜」
	 座長	 東京消防庁  救急部長	 永野	 義武
	 	 独立行政法人国立病院機構九州医療センター  
	 	 広域災害・救命救急センター	 野田	英一郎

SY5-1（D）	 地方における患者の意思を尊重した救急現場での	 	
	 急変時DNAR承諾書導入と運用

…………………………………………………北海道社会事業協会岩内病院	 横山	 和之
SY5-2（D）	 人生会議（ACP）に基づいた救急現場での心肺蘇生等の対応について	 	
	 〜大阪府豊能地域救急MC協議会の取組〜

……………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター／
	 大阪府豊能地域救急メディカルコントロール協議会	 酒井	 智彦

SY5-3（D）	 不搬送プロトコールの整備とともに開始された治療の中止が	 	
	 一般的になることが傷病者の意思に沿った蘇生のあるべき姿である

…………………… 東京ベイ・浦安市川医療センター  救命救急センター	 舩越	 拓
SY5-4（D）	 兵庫県における病院前DNARプロトコールの現状と課題

…………………………… 兵庫県災害医療センター／兵庫県MC協議会	 石原	 諭
SY5-5（D）	 救急隊のDNARプロトコール運用 6年間の課題と展望

…………………………… 総合病院国保旭中央病院  救命救急センター／
	 千葉県東部地域救急業務メデイカルコントロール協議会	 高橋	 功

SY5-6（D）	 救急隊のDNAR対応は適切なのか？山梨県MCでの現状
………………………………… 山梨県立中央病院  高度救命救急センター	 岩瀬	 史明

シンポジウム 6（SY6）� 10：30〜 12：00

	 「急性薬物中毒患者への多職種での介入〜最高のアウトカムを目指して〜」
	 座長	 一宮市立市民病院  救命救急センター  麻酔部	 山口	 均
	 	 日本臨床衛生検査技師会／日本救急検査技師認定機構	 福田	 篤久

SY6-1（D）	 中毒診療患者の最高のアウトカムには多職種連携が鍵となる
………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 竹川	 良介

SY6-2（N）	 急性薬物中毒患者に対する多職種連携と看護の役割
………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  救命救急センター	 渡海	 菜央
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SY6-3（P）	 薬剤師の「得意」を生かした中毒診療における	 	
	 多職種連携の在り方について考える

…………………………………… 大分市医師会立アルメイダ病院  薬剤部	 佐藤	 史織
SY6-4（MT）	 臨床検査技師は急性薬物中毒患者のアウトカム向上に寄与できるか

………………………………… 大阪府立中河内救命救急センター  検査室	 吉田	 元治
SY6-5（P）	 臨床中毒と法医薬毒物分析者との連携により期待されることと課題

………………………………… 福島県立医科大学  医学部  法医学講座／
	 福島県立医科大学附属病院  救急科／
	 福島県立医科大学附属病院  救命救急センター	 武田	 紗希

SY6-6（P）	 小中高生による薬物中毒の背景とその対策
…………………………………………………… 藤田医科大学病院  薬剤部	 廣瀬	 正幸

シンポジウム 7（SY7）� 14：30〜 16：00

	 「救急外来における薬剤師業務のこれから	 	
	 〜多職種連携による最高のアウトカムを目指して〜」
	 座長	 熊本大学病院  薬剤部	 城野	 博史
	 	 岐阜大学医学部附属病院  薬剤部	 鈴木	 昭夫

SY7-1（P）	 病院薬剤師が拓く未来〜拡がる職能と救急医療への貢献〜
………………………………………………一般社団法人日本病院薬剤師会	 武田	 泰生

SY7-2（P）	 救急外来における薬剤師業務推進のためのアウトカム向上を目指して
…………………………………………… 鳥取大学医学部附属病院  薬剤部	 涌嶋	伴之助

SY7-3（P）	 救急外来常駐薬剤師による患者搬送前の薬剤準備に関する現状調査
………………………………………………… 京都第二赤十字病院  薬剤部	 島	 加奈子

SY7-4（P）	 救急外来における薬剤師業務の現状と課題
…………………………………………… 宮崎大学医学部附属病院  薬剤部	 吉川	 直樹

SY7-5（N）	 救急看護師 × 薬剤師 ＝ 最強タッグ！？ 	 	
	 看護師目線で考えるベストな連携

…………………………………………………………………薬師寺慈恵病院	 大村	 正行
SY7-6（D）	 救急外来で輝く薬剤師の役割〜医師が期待する専門性と連携〜

………………………………… 県立広島病院  救命救急センター・救急科	 世良	 俊樹

Pros and Cons 1（P/C1）� 16：00〜 17：30

	 座長	 横浜市立大学  救急医学教室	 竹内	 一郎

P/C1（D）	 救急車の有料問題を考える
	 	 株式会社  MeDiCU	 木下	 喬弘
	 	 さいたま市民医療センター  救急総合診療科	 坪井	 謙
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Pros and Cons 2（P/C2）� 17：30〜 18：30

	 座長	 国立成育医療研究センター  救急診療科	 天笠	 俊介
	 	 岡山大学病院  高度救命救急センター	 塚原	 紘平

P/C2（D）	 小児病院前救護の特定行為　	 	
	 現場で実施すべき？ vs. 搬送を優先すべき？

	 	 長野県立こども病院  小児集中治療科	 田中　大貴
	 	 泉州南消防組合泉州南広域消防本部  警防部救急課  救急指導係	 米屋　友靖

■第 4 会場（パシフィコ横浜　会議センター　5F 502）

パネルディスカッション 3（PD3）� 9：00〜 10：30

	 「救急専門薬剤師の薬学的介入のポイント〜最高のアウトカムを見据えた介入〜」
	 座長	 小倉記念病院  薬剤部	 安藝	 敬生
	 	 東京医科大学病院  薬剤部・感染制御部	 添田	 博

PD3-1（P）	 救急専門薬剤師による学術・教育的アウトカムの模索	 	
	 〜 1件の症例介入を通じて〜

………………… 医療法人徳洲会札幌東徳洲会病院  薬剤部／医学研究所	 齋藤	 靖弘
PD3-2（P）	 救急専門薬剤師の挑戦〜認定・専門を超えて紡ぐ未来〜

…………………………………………… 帝京大学医学部附属病院  薬剤部	 今中	 翔一
PD3-3（P）	 救急専門薬剤師によるアウトカム改善の試み：	 	
	 アルコール離脱せん妄に対する処方支援プロトコルの導入

……………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部	 今井	 徹
PD3-4（P）	 救急専門薬剤師の最先端を教育の側面から考える

……………………………………………………… 済生会熊本病院  薬剤部	 柴田	 啓智
PD3-5（P）	 稀少症例にこそ専門性を〜有毒アルコール中毒の一症例〜

……………………………… 神戸市立医療センター中央市民病院  薬剤部	 田村	 亮

パネルディスカッション 4（PD4）� 11：00〜 12：00

	 「地域の救急医療体制全体を評価するための評価指標作成のこころみ（委員会企画）」
	 座長	 救急振興財団  救急救命東京研修所	 田邉	 晴山
	 	 福岡市消防局  警防部  救急課	 宮地	 利幸

PD4-1（D）	 ピアレビューを伴う救命救急センター機能評価による	 	
	 地域救急医療体制の包括的評価と改善効果

………… 信州大学  救急集中治療医学／長野県救急医療機能評価委員会	 今村	 浩
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PD4-2（D）	 救急医療機関における救急応需の「過密度」指標作成の試み
…… 奈良県立医科大学附属病院  救急医学講座／高度救命救急センター	 宮崎	 敬太

PD4-3（D）	 地域における救急医療体制の評価指標を作成する試みについて
…………………………………………… 太田記念病院  救急救命センター	 小橋	 大輔

パネルディスカッション 5（PD5）� 14：30〜 16：00

	 「患者安全検討推進委員会企画「RRS 運営」	 	
	 〜多職種による RRS の運営からベストプラクティスを共有しよう〜」
	 座長	 聖マリアンナ医科大学	 谷井	 梨美
	 	 愛知医科大学病院	 森	 一直

PD5-1（D）	 当院における Rapid Response System（RRS）導入の		
	 効果と課題について

…………………………… 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター	 原口	 将弥
PD5-2（N）	 早期警告スコア（NEWS）を用いた Rapid Response System（RRS）

…………………… 鳥取県立中央病院  高次救急集中治療センター  ICU	 前田	 貴斗
PD5-3（D）	 当院における Rapid Response Systemの導入とこれまでの取り組み

……………………………… 大阪急性期・総合医療センター  救急診療科	 木口	 雄之
PD5-4（C）	 Rapid response system新時代のビジョン	 	
	 〜国民の医療参画により医療安全文化にもう 1手加える〜

………………………… 日本臨床救急医学会  患者安全検討推進委員会／
	 北里大学病院  集中治療センター  RST・RRT室	 小池	 朋孝

PD5-5（D）	 RRS の起動しやすい体制と病院全体を巻き込んだ多職種連携
…………………………………… 京都第一赤十字病院  救命救急センター	 竹上	 徹郎

PD5-6（D）	 看護師主導による RRS	 	
	 〜施設特性を理解することは，RRS 定着への近道となる〜

……………………… 東京都立多摩総合医療センター  救命救急センター	 濱口	 純
PD5-7（D）	 Rapid Response Systemと終末期医療のジレンマへの挑戦	 	
	 〜 RRS を中心とする医療安全と臨床倫理委員会との連携〜

……………… 医誠会国際総合病院  医療安全管理室  臨床倫理委員会／
	 医誠会国際総合病院  救急科	 有元	 秀樹

パネルディスカッション 6（PD6）� 16：00〜 17：00

	 「救命救急センターで活動するメディエーターの現状と課題」
	 座長	 東京都立墨東病院	 鈴木	 寛代
	 	 日本赤十字社医療センター  メンタルヘルス科	 大山	 寧寧

PD6-1（HS）	 入院時重症患者対応メディエーターを担う公認心理師のニーズと課題：	 	
	 救急救命センターにおける公認心理師の活動から見えるもの

………………………………………………大阪急性期・総合医療センター	 岡部	伸太郎
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PD6-2（MS）	 MSWが担う入院時重症患者対応メディエーター活動の実情と課題
…………… 国立健康危機管理研究機構（JIHS）  国立国際医療センター  
	 救命救急センター	 寺田	 祥子

PD6-3（N）	 入院時重症患者対応メディエーターを看護師が担う	 	
	 メリット・デメリット

………………………………………………………………東京都立墨東病院	 鈴木	 寛代

救急認定ソーシャルワーカー認定機構指定講習会（ESW）� 17：00〜 18：00

	 「三次救急医療機関から地域へ〜繋ぐ，繋がる支援とは〜」
	 座長	 東海大学医学部付属八王子病院	 山崎	 早苗
	 	 One クリニック麹町	 佐藤	 圭介

ESW-1（MS）	 繋ぐ，紡ぐ意思決定支援	 	
	 〜救急認定ソーシャルワーカーの視座から〜

	 	 仙台市立病院  総合サポートセンター退院支援室／
	 	 医療ソーシャルワーカー・救急認定ソーシャルワーカー	 澤井	 彰

ESW-2（MS）	 「繋ぐ，紡ぐ意思決定支援」　在宅医療ソーシャルワーカーの視座から
	 	 やまと在宅診療所あゆみ仙台  ソーシャルワーカー	 佐藤	 卓

■第 5 会場（パシフィコ横浜　会議センター　3F 311 ＋ 312）

ハイライトセッション 1（HS1）� 9：00〜 10：00

	 座長	 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科  
	 	 救急蘇生・災害医療学研究所	 小川	 理郎
	 	 東海大学医学部  看護学科	 大山	 太

HS1-1（D）	 救急救命士による病院前救護の現場での		
	 的確な気管挿管を促進させるためのシミュレーション教育プログラム

…………………………………………… 獨協医科大学  埼玉医療センター	 畠山	 稔弘
HS1-2（E）	 病院救急救命士の転院調整業務は救急医療を円滑化させる

……………………………………………… 勤医協中央病院  救急センター	 川端	 崇太
HS1-3（N）	 ER 発熱患者のトリアージにおける SIRS と q-SOFAの比較検証

………………………………………………………………横浜市立市民病院	 鈴木	美佐子
HS1-4（D）	 消防との連携からはじまる当センターにおける ECPR

………………………………………………………兵庫県災害医療センター	 井上	 明彦
HS1-5（D）	 当院における院外心停止症例の神経学的予後の検討

………………………………… 昭和医科大学  医学部  救急災害医学講座	 井上	 元
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ハイライトセッション 2（HS2）� 10：00〜 11：00

	 座長	 鳥取県立中央病院  高次救急集中治療センター	 小林	 誠人

HS2-1（D）	 救急医療におけるタスクシェア／タスクシフト	 	
	 〜病院前救急診療における救急救命士をHubとした活動の工夫〜

…………………… 社会医療法人仁愛会浦添総合病院  救命救急センター	 米盛	 輝武
HS2-2（D）	 当院における周産期救急医療体制の構築

…………………………… 東北大学病院  救急科・高度救命救急センター	 佐藤	 哲哉
HS2-3（D）	 ケアミックスの二次救急病院に救急科ができたら？

……………………………………… JA静岡厚生連静岡厚生病院  救急科	 園井	 英輝
HS2-4（E）	 当院における院内救命士によるタスクシフティングの検討

………………………………………………埼玉医科大学国際医療センター	 岸田	 全人
HS2-5（D）	 救急診療におけるタスクシフト／シェアの推進と課題

………………………………………………………堺市立総合医療センター	 加藤	 文崇
HS2-6（E）	 救急救命センターにおける院内救命士の病院間搬送の実績と課題

………………………………… 国立病院機構大阪医療センター  管理課／
	 国立病院機構大阪医療センター  救命救急センター	 大里	 幸暉

ハイライトセッション 3（HS3）� 11：00〜 12：00

	 座長	 国立病院機構北海道医療センター  救急科・集中治療科	 七戸	 康夫
	 	 T ＆ Tタウンファーマ株式会社	 畝井	 浩子

HS3-1（D）	 救急隊員のDNARに関する経験および知識：アンケート調査
……………………………………… 筑波大学附属病院  救急・集中治療科	 坂本	 彩香

HS3-2（D）	 血中リチウム濃度測定が院内検査不可能である	 	
	 当院での急性リチウム中毒患者への対応策

……………… さいたま市立病院  救急科／日本医科大学  救急医学教室	 山村	 英治
HS3-3（E）	 愛知県の病院前救護におけるNCPR 普及に向けた実践報告

…………………………………………………………………岡崎市消防本部	 鈴木	 琢也
HS3-4（E）	 病院前分娩対応，救急隊と救急外来，	 	
	 周産期チームの連携に必要なものとは？

……………………………………… 上川北部消防事務組合  下川消防署／
	 北海道周生期医療救急支援の会（HOPPIE）	 大滝	 達也

HS3-5（P）	 救急隊や ERスタッフらと薬物乱用のネット情報や	 	
	 事件関連化学物質情報を共有し急性薬物中毒対応に取り組む

…………………………………… 国立病院機構大阪医療センター  薬剤部	 上野	 由貴
HS3-6（D）	 救急隊員／救急救命士への急性中毒教育による	 	
	 診療アウトカム向上の可能性	 	
	 〜メディカルファーストレスポンダーに知ってほしい中毒診療のエッセンス〜

…………………………………… 関西メディカル病院  救急集中治療部／
	 大阪府豊能地域メディカルコントロール協議会	 吉永	 雄一
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ランチョンセミナー（LS2）� 12：10〜 13：05

	 座長	 自治医科大学附属さいたま医療センター	 守谷	 俊

LS2（D）	 災害時の高カリウム血症の対策を考える		 	
	 ～我が国の災害医療対策を含めて～

	 	 独立行政法人国立病院機構  災害医療センター	 大友	 康裕

� 共催：アストラゼネカ株式会社  

パネルディスカッション 7（PD7）� 14：30〜 16：00

	 「小児病院前救護に関わる教育コースの現状と課題」
	 座長	 信州大学  医学部  救急集中治療医学教室	 問田	 千晶
	 	 筑波大学  救急・集中治療部	 榎本	 有希

PD7-1（E）	 救急救命士の救急救命処置（特定行為）における	 	
	 対象年齢に関する認識についての再確認

……………………………………………… 愛知淑徳大学  健康医療科学部	 福岡	 範恭
PD7-2（D）	 全国消防本部アンケート調査からみた小児病院前救護に関わる教育体制

……………………………………… 日本臨床救急医学会  小児救急委員会	 余湖	 直紀
PD7-3（D）	 病院前救護における小児内因性病態対応の標準化に向けた教育

………………… 兵庫県立尼崎総合医療センター  小児救急集中治療科／
	 日本臨床救急医学会  小児救急委員会	 山上	 雄司

PD7-4（D）	 小児外傷の病院前救護教育：現状と課題
………………… 順天堂大学医学部附属浦安病院  高度救命救急センター	 石原	 唯史

PD7-5（D）	 精神症状対応の教育コースは小児病院前救護にも活用できるのか
…………………………………………公益財団法人復康会沼津中央病院／
	 日本臨床救急医学会  PEECコース運営および
	 新コース開催ワーキンググループ／
	 日本臨床救急医学会  病院前救護における自殺企図者のケア方法を
	 普及させるためのワーキンググループ	 日野	 耕介

PD7-6（D）	 小児科医への小児診療初期対応コース（JPLS コース）の現状と展望
………日本小児科学会  JPLS 委員会／九州大学病院  救命救急センター	 賀来	 典之
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パネルディスカッション 8（PD8）� 16：00〜 17：30

	 「こどもの事故予防と救急対応の教育：家庭や学校での啓発活動」
	 座長	 国立成育医療研究センター  救急診療科	 植松	 悟子
	 	 東京消防庁  救急部長	 永野	 義武

PD8-1（E）	 小中学校での「防ぎ得た死」をゼロにするため，		
	 教員と協力した応急手当普及啓発活動について

…………………………………………………………………小牧市消防本部	 伊藤	 正幸
PD8-2（D）	 子供を対象とした口頭指導シミュレーションの	 	
	 心肺蘇生実施状況について

……………………………………………………奈良県立医科大学附属病院	 村上	 公子
PD8-3（D）	 児童・生徒・学生の自傷・自殺未遂に係る全国疫学調査からみる	 	
	 自殺者減少にむけた支援のあり方

………………………… 信州大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 前田	 保瑛
PD8-4（D）	 当院における虐待予防・事故防止システムについて

………………………………………… 昭和医科大学  救急・災害医学講座	 柿	 佑樹
PD8-5（D）	 SNS リール動画「1分で伝える ER」で広げる啓発活動

………………………………………………………………湘南鎌倉総合病院	 関根	 一朗

■第 6 会場（パシフィコ横浜　会議センター　3F 313 ＋ 314）

ワークショップ 1（WS1）� 9：00〜 10：00

	 「ICLS ブラッシュアップセミナー」
	 座長	 岩手県立中部病院  外科	 邑田	 悟
	 	 山形市立病院  済生館	 久下	 淳史

WS1-1（D）	 VR 技術を実装した ICLS コース
…………………………………………………………………防衛医科大学校	 清住	 哲郎

WS1-2（D）	 ICLS コースガイドブック改訂に向けて
……………………………………………………………………旭川医科大学	 丹保	亜希仁

WS1-3（D）	 現場のニーズに応じた救命講習の設定と ICLS とのダブル認定の可能性	 	
	 〜母体急変対応コースの紹介〜

…………………京都府立医科大学／日本母体救命システム普及協議会／
	 京都産婦人科救急診療研究会	 山畑	 佳篤

WS1-4（D）	 生成 AI とデジタル技術で拓く，		
	 持続可能なシミュレーション教育の新展開

…………………… 札幌医科大学医療人育成センター  教育開発研究部門	 三原	 弘
WS1-5（D）	 VR を事前学習に使用した働き方改革時代の ICLS コースの再履修

…………………………………………… さいたま市民医療センター  内科	 坪井	 謙
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ワークショップ 2（WS2）� 10：00〜 11：00

	 「上司も参加してください〜救急医療を支える女子トーク〜」
	 座長	 日本大学医学部附属板橋病院  救命救急センター	 山口	 順子
	 	 埼玉医科大学病院  薬剤部	 鈴木	 善樹

WS2-1（D）	 母親視点からみた救急医療の人材確保に残された課題とは
…………………………………………… 昭和医科大学  救急災害医学講座	 昼間	 楓

WS2-2（E）	 消防機関の女性救急救命士のキャリアの実態	 	
	 〜現役消防救急救命士 137人の生の声〜

…………………………… 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科／
	 日本体育大学大学院  保健医療学研究科  	中澤	 真弓

WS2-3（R）	 次世代の育成についての当院の取り組み
…………………………………… 帝京大学医学部附属病院  中央放射線部	 西郷	 洋子

WS2-4（P）	 救急医療における薬剤師の役割とキャリアを女性の視点から考える
…………………………………………………… 愛知医科大学病院  薬剤部	 安川	乃里子

WS2-5（N）	 救急医療を支える女子トーク
………………………………………………………………東京都立墨東病院	 鈴木	 寛代

ワークショップ 3（WS3）� 11：00〜 12：00

	 「これでOK救急エコー」
	 座長	 愛知医科大学病院  救命救急科	 渡邉	 栄三
	 	 山本記念病院	 大屋	 聖郎
	 特別発言	 大阪赤十字病院  救命救急センター	 水	 大介

WS3-1（MT）	 検査室から救急センターへ	 	
	 〜臨床検査技師が拓く救急エコーの未来〜

……………………………………………… 埼玉医科大学病院  中央検査部	 野村	 和弘
WS3-2（MT）	 当院での臨床検査技師の救急活動とエコー検査の実情

………………………………………………………………………京都桂病院	 横山	 健輔
WS3-3（MT）	 迅速な診断を支える！	 	
	 救急現場で臨床検査技師が超音波検査を行う意義

…………………………………………… 春日井市民病院  臨床検査技術室	 佐藤	 由佳
WS3-4（MT）	 救急 POCUSにおける臨床検査技師の役割と課題：現状と未来への展望

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 安部	 啓介
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ランチョンセミナー（LS3）� 12：10〜 13：05

	 座長	 兵庫県災害医療センター	 中山	 伸一

LS3（D）	 災害時医療の盲点	 	
	 ～ライフラインが及ぼす臨床検査への影響と対応策～

	 	 青森県立中央病院  臨床検査部	 北澤	 淳一

� 共催：オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社

ワークショップ 4（WS4）� 14：30〜 15：10

	 「救急現場や医療現場におけるカスタマーハラスメントの情報共有」
	 座長	 防衛医科大学病院  救急部	 清住	 哲郎

WS4-1（D）	 救急現場や医療現場におけるカスタマーハラスメントの情報共有：	 	
	 当院の現状と課題

……………………………… 群馬大学医学部附属病院  救命救急センター	 大嶋	 清宏
WS4-2（D）	 昭和医科大学病院における問題患者に関する情報共有と		
	 対応統一化への取り組み

………………………………………………………………昭和医科大学病院	 垂水	 庸子
WS4-3（D）	 当院におけるカスタマー（ペイシェント）ハラスメントの現状

………………………………………… 荒尾市立有明医療センター  救急科	 松園	 幸雅

ワークショップ 5（WS5）� 15：10〜 15：40

	 「救急医療における医療者と患者・家族の情報提供（コミュニケーション）の重要性」
	 座長	 独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）中京病院  ICU	 真弓	 俊彦

WS5-1（D）	 医療・行政・消防が情報共有し，	 	
	 頻回救急利用者への支援計画後に応需した一例	 	
	 〜社会的に救命するための連携〜

………………………………………………国立病院機構大阪医療センター	 閔	 俊泓
WS5-2（D）	 体外式膜型人工肺（ECMO）離脱困難患者における終末期医療

…………………………東京都立多摩総合医療センター  ECMOセンター	 清水	 敬樹
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口演 1（O1）� 15：40〜 16：40

	 「医療従事者教育 1」
	 座長	 昭和医科大学江東豊洲病院  救急センター	 佐々木	 純
	 	 東京慈恵会医科大学  教育センター  看護キャリアサポート部門	 挾間	しのぶ

O1-1（N）	 PEMEC受講者アンケートにみられる看護師の臨床応用についての検討
……………………………………… 浜松医科大学医学部附属病院  看護部	 原	 悠一郎

O1-2（N）	 秋田 PEEC（Psychiatric Evaluation in Emergency Care）コースの	 	
	 これまでを振り返る

………………………………… 秋田大学医学部附属病院  NP 室／救急科	 佐藤	 大祐
O1-3（N）	 地方病院の院内救命技術向上を目的とした，病院−消防協同の取り組み

…………………………………社会福祉法人北海道社会事業協会岩内病院	 毛笠	 貴隆
O1-4（N）	 救命救急センター看護師の教育体制の問題と課題

…………………………………………… JA三重厚生連松阪中央総合病院	 鈴木	 紗知
O1-5（N）	 火山爆発を想定した災害防災訓練に参加することによる学び

……………………………………………… 宮崎大学大学院  看護学研究科	 谷口	 光代
O1-6（N）	 急性期病院の看護師を対象にした患者急変対応研修における	 	
	 シミュレーション学習の再設計の有用性

………………………………………………………………令和健康科学大学	 増山	 純二
O1-7（N）	 2 次救急病院における看護師始動の災害医療体制構築

……………………………………… 北里大学メディカルセンター  看護部	 田口	 真貴

口演 2（O2）� 16：40〜 17：40

	 「医療従事者教育 2」
	 座長	 医療法人社団青燈会小豆畑病院	 小豆畑	丈夫
	 	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救命救急センター	 本田	 茂人

O2-1（E）	 中山間・離島地区で働く民間救急救命士の課題と教育体制
……………………………………………………日本救急システム株式会社	 蔵満	 恭助

O2-2（E）	 メディカルラリー出場がもたらす教育効果についての調査報告
………………………………………………………………とかち広域消防局	 茂木	 香純

O2-3（D）	 ハワイ−沖縄医学教育フェローシップに専攻医 1年目で初参加！
…………………………………………… 琉球大学病院  救命救急センター	 城間	 恵介

O2-4（C）	 救急救命士養成学生によるエコーガイド下末梢静脈路確保の優位性：	 	
	 成功率と作業負荷

………………………………………………明治国際医療大学／京都橘大学	 福田	 聖司
O2-5（D）	 コーチング手法を用いた初期研修医との		
	 1on1 ミーティングにより実現するオーダーメイドな救急科研修

………………………………………………………………………一宮西病院	 瀬尾	 亮太
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O2-6（E）	 病院に所属する新規入職の救急救命士に対する	 	
	 救急車同乗実習の効果の検討

………………………………………………………………千葉市立海浜病院	 田中	 駿平
O2-7（E）	 次世代の救急救命士に向けた周産期救急に関する	 	
	 講義・シミュレーション教育の取り組み

……………………………… 北海道周生期医療救急支援の会（HOPPIE）	 永井	 雄平

口演 3（O3）� 17：40〜 18：40

	 「医療従事者教育 3」
	 座長	 みさと健和病院  内科	 山田	浩二郎
	 	 高野町消防本部  高野町消防署	 一柳	 保

O3-1（E）	 現職警察官の直接指導による病院救急車運転講習会について
……………………………………………………………………河北総合病院	 原島	 健也

O3-2（E）	 持続可能な救急シミュレーションゲーム（LIFE）の開発とその効果
……………………………………………………………………大津市消防局	 西村	 健

O3-3（E）	 救急救命士養成課程学生を対象とした雪山における	 	
	 救急救命処置実習の教育効果

…………………………… 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科／
	 日本体育大学大学院  保健医療学研究科	 中澤	 真弓

O3-4（R）	 救急領域における教育方法の比較と最適なトレーニングモデルの検討
………………………………………………国立病院機構大阪医療センター	 吉田	 佳弘

O3-5（E）	 救急救命士学生を対象とした状況設定問題の視線解析
……………………………… 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科	 齋藤	 達

O3-6（P）	 病院薬学実務実習における当院での救命処置指導の取り組みと意識調査
…………………………………………………………………札幌徳洲会病院	 武田	 瑛司

O3-7（D）	 ケースマップを用いた多職種による新しいweb研修方法の提案
…………………………………………… 帝京大学  医学部  救急医学講座	 安心院	康彦

■第 7 会場（パシフィコ横浜　会議センター　3F 315）

教育講演 2（EL2）� 9：00〜 10：00

	 座長	 令和健康科学大学  看護学部  専門職育成学  
	 	 臨床シミュレーションセンター	 苑田	 裕樹

EL2（D）	 効果的なチーム医療のために：	 	
	 救急医療におけるチームダイナミクス

	 	 板倉病院  救急診療部	 古川	 力丸
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教育講演 3（EL3）� 10：00〜 11：00

	 座長	 日本医科大学大学院  医学研究科  救急医学分野	 横堀	 將司

EL3（C）	 救急医療に影響を及ぼす気候変動：	 	
	 猛暑・豪雨・災害の最前線で何が起きているか

	 	 横浜国立大学総合学術高等研究院  台風科学技術研究センター	 橋田	 俊彦

教育講演 4（EL4）� 11：00〜 12：00

	 座長	 名古屋掖済会病院  救命救急センター	 北川	 喜己

EL4（D）	 救急隊のための中毒学
	 	 深谷赤十字病院  外傷・救命救急センター	 金子	 直之

ランチョンセミナー（LS4）� 12：10〜 13：05

	 座長	 一般財団法人救急振興財団  救急救命東京研修所	 田邉	 晴山 

LS4（D）	 病院前から始まる神経集中治療
	 	 日本医科大学大学院  医学研究科  救急医学分野	 横堀	 將司

� 共催：株式会社フィリップス・ジャパン

教育講演 5（EL5）� 14：30〜 15：00

	 座長	 日本医科大学付属病院  看護部	 佐藤	 憲明

EL5（N）	 救急看護師という最前線の生き方	 	
	 〜 Cutting Edge の現場から “明るい未来 ”を切り拓く〜

	 	 獨協医科大学  看護学部・大学院  看護学研究科	 梶原	 絢子

専門医講習会（BC1）� 15：10〜 16：10

	 「感染対策」
	 座長	 横須賀市立うわまち病院  救命救急センター	 本多	 英喜

BC1（D）	 日本の薬剤耐性菌の現状
	 	 順天堂大学大学院  医学研究科  臨床病態検査医学	 上原	 由紀
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専門医講習会（BC2）� 16：20〜 17：20

	 「医療倫理」
	 座長	 有田市立病院	 加藤	 正哉

BC2（C）	 メディカルコントロールをめぐる喫緊の課題	 	
	 〜携わる医師の倫理と法的責任〜

	 	 香川大学  危機管理教育・研究・地域連携推進機構	 橋本	雄太郎

専門医講習会（BC3）� 17：30〜 18：30

	 「医療安全」
	 座長	 関町病院	 丹正	 勝久

BC3（D）	 医療安全の基本と最近の動向
	 	 昭和医科大学  保健医療学部	 上條	 由美

■第 8 会場（パシフィコ横浜　会議センター　4F 411 ＋ 412）

BCP コンソーシアム（PL1）� 9：00〜 10：30

	 「Healthcare BCP コンソーシアム共催　公開討論会」
	 座長	 独立行政法人労働者健康安全機構	 有賀	 徹

PL1-1（D）	 災害に強い地域づくりに寄与する	 	
	 地区防災計画による病院等 BCPのあり方

…………………………… 東北医科薬科大学  医学部  医療管理学教室／
	 一般社団法人Healthcare  BCP コンソーシアム	 伊藤	 弘人

PL1-2（D）	 災害に強い地域づくりに寄与する病院の具体的な取り組み
…………………… 社会医療法人財団慈泉会相澤病院  救命救急センター	 吉池	 昭一

PL1-3（C）	 災害時病院給食等から見た病院等 BCPの状況と課題
………………………………………………………（株）LEOC  非常勤顧問	 池田	 直人

PL1-4（C）	 病院救急車，民間における患者等搬送事業者活用による		
	 地域救急・災害時医療体制の強化

…………………… 戸田中央メディカルケアグループ  災害対策特別顧問	 野口	 英一
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ハイライトセッション 4（HS4）� 10：30〜 11：30

	 座長	 さいたま赤十字病院  高度救命救急センター  救急科	 田口	 茂正
	 	 高槻島本夜間休日応急診療所	 三宅	千鶴子

HS4-1（D）	 多職種が関わる RRTが CCOT活動を行うことで	 	
	 主治医や病棟看護師に受け入れられる

………………………………… 国立病院機構北海道医療センター  救急科	 七戸	 康夫
HS4-2（N）	 NEWSの自動計算システム導入に伴う院内教育に対する取り組み

………………………………………………大阪急性期・総合医療センター	 金山	 悠
HS4-3（N）	 RRS 対応者教育の体系化と継続教育の課題

…………………………………… 愛知医科大学病院  看護部  GICU病棟	 市川	 昌樹
HS4-4（D）	 急性薬物中毒診療における最高のアウトカムは再企図率低下である

……………………………………………………… 勤医協中央病院  救急科	 田口	 大
HS4-5（D）	 院内急変対応にはCode Blue，Rapid Response System，	 	
	 呼ぶ側の 3要素が大切である

…………………………………………… 北里大学  医学部  救命救急医学	 服部	 潤
HS4-6（P）	 薬剤師による院内緊急コール対応の 24時間体制に向けた	 	
	 薬剤部内研修の評価

………………………………………………… 京都第二赤十字病院  薬剤部	 川島	 裕明

ハイライトセッション 5（HS5）� 14：30〜 15：30

	 座長	 岡山大学病院  救急科	 内藤	 宏道
	 	 国士舘大学  体育学部  スポーツ医科学科	 津波古	 憲

HS5-1（D）	 国連と防衛省の先行事例を踏まえたわが国の法執行機関への	 	
	 事態対処救護教育の課題

…………………………………… 防衛医科大学校  免疫・微生物学講座／
	 防衛医科大学校病院  救急部	 山田	 浩平

HS5-2（D）	 侵襲的医療処置を広範囲に行う病院前救護医療従事者は		
	 どのように養成されるか：	 	
	 アメリカ合衆国のパラメディック養成課程を一例として

……………………… 東京都立多摩総合医療センター  救命・集中治療科	 金子	 仁
HS5-3（D）	 K 専門学校救急救命士学科学生の希望就職先に関する	 	
	 アンケート調査から

…… 地方独立行政法人加古川市民病院機構加古川中央市民病院  救急科	 切田	 学
HS5-4（E）	 救急救命士の自主勉強会で求められたテーマの変遷と将来展望	 	
	 〜大阪 EMS研究会の 20年間の軌跡〜

…………………………………………… 大阪市消防局／大阪EMS研究会	 三木	 大輔
HS5-5（E）	 大阪ベーシックラリーにおける多職種連携の検証と今後の展望	 	
	 〜救急救命士の職域間連携の拡大と深化を目指して〜

…………………………………………… 愛知淑徳大学／大阪EMS研究会	 小野木	堂人
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HS5-6（E）	 職種を越えた救急救命士の専門性発揮と体制構築の必要性	 	
	 〜災害対応の現場から考える課題と展望〜

…………………………………………………日本赤十字社伊勢赤十字病院	 宮崎	伊佐夫

ハイライトセッション 6（HS6）� 15：30〜 16：30

	 座長	 朝日大学  保健医療学部	 小倉	 真治

HS6-1（D）	 高齢者感染症患者の早期転院に向けた現状分析と課題
…………………………………………………………………大阪赤十字病院	 水	 大介

HS6-2（D）	 ER 型救命救急センターである当院における	 	
	 下り搬送の取り組みと今後の課題

……………………………………………社会医療法人財団慈泉会相澤病院	 菅沼	 和樹
HS6-3（D）	 地域救急搬送状況の改善を目的とした	 	
	 奈良県立医科大学附属病院の取り組み〜奈良医大 ER〜

…………………… 奈良県立医科大学  救急医学・高度救命救急センター	 福島	 英賢
HS6-4（E）	 地域全体で作る救急医療体制〜南東北モデル〜

……… 一般財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北病院  救急救命科	 腹子	 歩夢
HS6-5（D）	 事態対処医療（TEMS）とは救助者の命を守る術である		
	 〜救急隊・現場出動医療チームへの TEMSに関する基礎教養の必要性〜

…………………………………… 日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急科	 井上	 潤一
HS6-6（D）	 被疑者診療を通した警察とのよりよい連携の構築

…………………………………………… 東京警察病院  救急・集中治療科	 金井	 尚之

口演 4（O4）� 16：30〜 17：30

	 「メディカルスタッフ業務 1」
	 座長	 東京慈恵会医科大学  救急医学講座	 奥野	 憲司
	 	 自治医科大学附属さいたま医療センター  放射線部	 田邉	 利彰

O4-1（E）	 自施設での病院救命士の現状と今後の課題
………………………………………………………秋田大学医学部附属病院	 小林	 悠希

O4-2（P）	 入院後の持参薬再開が契機となりシベンゾリン中毒が判明した	 	
	 低血糖発作の 1症例

………………………………………………………… 市立函館病院  薬剤部	 櫻田	 穣
O4-3（P）	 持続的血液濾過透析中の不動による高Ca血症に対して		
	 アレンドロン酸を投与した 2症例

…………………………………………… 大阪大学医学部附属病院  薬剤部	 山上	 聡子
O4-4（R）	 休日夜間の頭部MRI 検査における緊急所見報告状況の解析

………………………… 医療法人豊田会刈谷豊田総合病院  放射線技術科	 和田	 悠平
O4-5（R）	 災害超急性期における超音波検査の有用性

…………………………………… 大垣市民病院  医療技術部  診療検査科	 市川	 宏紀
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O4-6（R）	 ハイブリッド ERでの寝台幅延長による		
	 体幹部CT撮影におけるアーチファクト低減

……………………………………自治医科大学附属さいたま医療センター	 田邉	 利彰
O4-7（R）	 CT 撮影におけるバスタオルを用いた金属アーチファクト対策

………………………………………………………………藤田医科大学病院	 富村	 武司

口演 5（O5）� 17：30〜 18：30

	 「メディカルスタッフ業務 2」
	 座長	 医療法人倚山会田岡病院  救急科	 上山	 裕二
	 	 名古屋第二赤十字病院  放射線科	 大保	 勇

O5-1（R）	 Hybrid ER Systemにおける ECPR の取り組み
…………………………… 聖マリアンナ医科大学病院  診療放射線技術部	 大井	 工

O5-2（P）	 アンデキサネットアルファの院内プロトコールの作成と		
	 実際に運用した 2症例を振り返る

………………… 医療法人札幌ハートセンター  札幌心臓血管クリニック	 平川	 大輔
O5-3（R）	 システム障害時シミュレーションによりみえた課題と改善点

…………………………………… 大垣市民病院  医療技術部  診療検査科	 福島	 智久
O5-4（R）	 Hybrid-ER で撮影する外傷全身CTで位置決め画像の拡大率の違いが	 	
	 撮影線量に与える影響

………………………………………………大阪急性期・総合医療センター	 佐賀	 友香
O5-5（R）	 CT 初療室での重症外傷症例への	 	
	 蘇生的画像戦略（REACT）実現に向けた放射線技師の役割と工夫

……………………… 横浜市立大学附属市民総合医療センター  放射線部	 井川	 健
O5-6（P）	 ER 型救急外来に専従する薬剤師の脳卒中疑い症例への介入状況

……………………………………………医療法人徳洲会湘南鎌倉総合病院	 岩崎	 睦
O5-7（R）	 Critical panscan　頭部条件の検討〜 2way panscan ①〜

…………………………………………………社会医療法人緑泉会米盛病院	 中道	 健太

■第 9 会場（パシフィコ横浜　会議センター　4F 414）

口演 6（O6）� 9：00〜 10：00

	 「救急外来・救急医療体制・地域連携 1」
	 座長	 長岡赤十字病院  救急科	 宮島	 衛
	 	 東京女子医科大学附属足立医療センター  救急医療科	 岩崎	 恵

O6-1（E）	 重症心身障がい児デイサービス施設における急変対応勉強会について
………………………………………………………兵庫県災害医療センター	 和田	 広大
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O6-2（N）	 救急車対応の強化に向けた取り組み	 	
	 〜医師・看護師・消防との連携〜

…………………………………………………………………薬師寺慈恵病院	 大村	 正行
O6-3（D）	 地域特性を考慮した循環器救急の構築とその課題	 	
	 〜循環器医がメディカルコントロールに参画する意義〜

………………………… 津山中央病院  心臓血管センター  循環器内科／
	 岡山大学大学院  医歯薬学総合研究科  疫学・衛生学分野／
	 美作地区メディカルコントロール協議会	 藤本	 竜平

O6-4（D）	 二次救急病院における下り搬送の取り組み
……………………………………………………………………耳原総合病院	 大矢	 亮

O6-5（E）	 血糖測定が病院前での病態把握に寄与した高血糖の一例
………………… 熊本市消防局／国士舘大学大学院  救急システム研究科	 榎	 健斗

O6-6（CE）	 大阪府中河内地区の地域支援病院における	 	
	 腎不全患者の救急搬送と緊急血液浄化療法

…………………………………………… 八尾徳洲会総合病院  臨床工学科	 矢野	 佑紀
O6-7（D）	 公立病院における救急受入へのインセンティブ導入の試み

……（地独）堺市立病院機構  理事／堺市立総合医療センター  副院長／
	 堺市立総合医療センター  救命救急科	 中田	 康城

口演 7（O7）� 10：00〜 11：00

	 「救急外来・救急医療体制・地域連携 2」
	 座長	 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 平良	 悠
	 	 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科	 小倉	 勝弘

O7-1（HS）	 都立 A病院の救急搬送の現状と課題
……………………地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立広尾病院	 小瀬村	達也

O7-2（D）	 共通カルテと病院救急車を活用した	 	
	 自己完結型在宅救急システムの先駆的取り組み

……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 前田	 敦雄
O7-3（E）	 栃木県精神疾患合併症観察基準を活用し		
	 精神科救急情報センターと連携を図った症例

…………………………………………………………………栃木市消防本部	 関口	 雄介
O7-4（D）	 道北地区での PEMEC／ PACC開催においての今後の課題

……………………………………… 旭川医科大学病院  救命救急センター	 岡田	 基
O7-5（D）	 病院主導で導入した	 	
	 12 誘導心電図伝送システム 10年の運用実績と成果

………………………………………………………………ハートライフ病院	 三戸	 正人
O7-6（E）	 有症状の外来患者に対するトリアージ業務について

………………… 医療法人札幌ハートセンター  札幌心臓血管クリニック  
	 救急救命士科	 岩﨑	 友洋

O7-7（E）	 通信指令課所属の救急救命士が救急活動に与える影響
………………………………………………………………石橋地区消防組合	 北村	 浩一
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口演 8（O8）� 11：00〜 12：00

	 「外因性疾患」
	 座長	 旭川医科大学  救急医学講座	 丹保	亜希仁
	 	 沖縄県立宮古病院  救急科	 小川	 太志

O8-1（D）	 初期労作性熱中症（EHI）における急変症例の調査
………………………………… 警察共済組合兵庫県支部診療所  芦屋分室	 井上	 聡子

O8-2（D）	 初期労作性熱中症（EHI）における血液検査所見および	 	
	 尿検査所見に関する調査

………………………………… 警察共済組合兵庫県支部診療所  芦屋分室	 井上	 聡子
O8-3（D）	 多汗症治療薬（プロパンテリン臭化物）を内服の影響により	 	
	 重篤化したⅣ度熱中症患者の一例

………………………………………… 熊本赤十字病院  救急救命センター	 永井	 冴映
O8-4（D）	 極地高所における不整脈，電解質異常で緊急搬出した一例

……………… 国立極地研究所南極観測センター第 65 次南極地域観測隊	 小田	 有哉
O8-5（D）	 当院に救急搬送された入浴関連ヒートショック死と考えられた症例の	 	
	 後方視的検討

………………………………………………………………岩手県立中央病院	 横沢	 路子
O8-6（D）	 歯科治療により皮下気腫，縦隔気腫を来した一症例

………………………………………………………………沖縄県立北部病院	 玉城	佑一郎
O8-7（D）	 腹腔鏡下子宮全摘術後に経膣的に腸管脱出を来した 1例

……………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 町田	 麻美

口演 9（O9）� 14：30〜 15：30

	 「呼吸器・消化器 1」
	 座長	 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター	 有吉	 孝一

O9-1（D）	 インフルエンザA感染を背景に 2度のアドレナリン持続静注を要した	 	
	 難治性および 2相性アナフィラキシーを呈した 1例

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 平良	 悠
O9-2（D）	 ステロイド長期内服中に発症した特発性気腹症に対して		
	 保存加療を行った一例

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 小池	 倫生
O9-3（D）	 遅発的な消化管穿孔で発見された	 	
	 腸管原発の節外性NK/T 細胞リンパ腫の一例

……………………………………………………………新百合ヶ丘総合病院	 山本	 祥寛
O9-4（D）	 下顎癌食道転移が原因と推定される大動脈食道瘻の診断に難渋した一例

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 田村	 洋行
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O9-5（D）	 Boerhaave 症候群により	 	
	 大量血胸をきたし出血性ショックに至った一例

…………………………………… 日本赤十字社秋田赤十字病院  救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 須郷	加奈子

O9-6（D）	 絞扼性腸閉塞を呈し小腸切除を施行した小腸型Chilaiditi 症候群の一例
………………………………………………埼玉医科大学国際医療センター	 栁澤	 拓人

O9-7（D）	 臍傍静脈穿刺による経皮経肝的静脈瘤塞栓術を行った胃静脈瘤の 1例
…………………………………………… 琉球大学病院  救命救急センター	 杉村	 朋子

口演 10（O10）� 15：30〜 16：30

	 「呼吸器・消化器 2」
	 座長	 大分大学医学部附属病院  救急医学・高度救命救急センター	 安部	 隆三

O10-1（E）	 吐血？喀血？その後呼吸停止	 	
	 〜病院前医療での「観察」と「評価」について考える〜

………………………………………………………………さいたま市消防局	 小松	 裕弥
O10-2（D）	 転院直後に緊急手術を要した自然血気胸の 1例

………………………………………… 昭和医科大学  救急・災害医学講座	 柿	 佑樹
O10-3（D）	 免疫抑制中に人工呼吸器関連気胸を合併した 2例

……………………………………………………昭和医科大学藤が丘病院／
	 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 山荷	 大貴

O10-4（D）	 インフルエンザ感染後に合併した重症肺障害に対し	 	
	 ECMO管理を要した一例

……………………………………………………………………関西労災病院	 渡邊	優美子
O10-5（D）	 ST 合剤を被疑薬とする薬剤性重症急性膵炎の一例

…………………………………………… 公立昭和病院  救命救急センター	 関	 咲乃
O10-6（D）	 転倒外傷を契機に肝嚢胞内出血を発症し貧血に至った一例

…………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座／
	 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科	 岩本	 泰樹

O10-7（D）	 腹部手術後の癒着性イレウスと右総腸骨動脈瘤破裂との		
	 鑑別が困難であった 1例

………………………………………国家公務員共済組合連合会呉共済病院	 石井	 貴大

口演 11（O11）� 16：30〜 17：30

	 「感染症 1」
	 座長	 広島大学原爆放射線医科学研究所	 廣橋	 伸之
	 	 広島大学病院  薬剤部	 檜山	 洋子

O11-1（D）	 インフルエンザ感染症に伴う異常行動が原因と思われた墜落外傷の一例
……………大牟田市立病院  救急科／久留米大学  医学部  救急医学講座	 宮﨑	 允宏
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O11-2（D）	 ハモ咬傷を契機として photobacterium damselae による	 	
	 上肢壊死性筋膜炎を発症した 1例

……………………………………… 長崎大学病院  高度救命救急センター	 安倍	 翔
O11-3（D）	 急性腎障害を呈したサルモネラ菌血症の 3症例

………………… 医療法人徳洲会八尾徳洲会総合病院  臨床研修センター	 今津	 勇輝
O11-4（D）	 局所陰圧閉鎖療法が奏効した深頸部膿瘍の一例

……………………………………………………………………松山市民病院	 豊島	 滉樹
O11-5（P）	 劇症型溶血性レンサ球菌感染症（以下，STSS）の	 	
	 抗菌薬選択に関する検討

……………………………………………………………済生会松阪総合病院	 服部	 信
O11-6（P）	 救急病棟薬剤師の介入により	 	
	 熱傷創二次感染の薬物治療が適正化した一例

………………………………………………………… 東北大学病院  薬剤部	 千葉	 僚
O11-7（P）	 救急外来における敗血症患者の 28日死亡に関連する因子の探索		
	 〜 Pilot study 〜

………………………………………………………………金沢医科大学病院	 荒川	 希美

口演 12（O12）� 17：30〜 18：30

	 「感染症 2」
	 座長	 藤田医科大学ばんたね病院  救急科	 金子	 唯
	 	 日本大学医学部  救急医学系  救急集中治療医学分野	 桑名	 司

O12-1（D）	 Streptococcus intermedius により左耳下腺膿瘍をきたした 1例
……………………………………… 昭和医科大学  救急・災害医学講座／
	 昭和医科大学藤が丘病院  救急科	 嶋津	 宏基

O12-2（D）	 特異な経過を辿った劇症型A群溶連菌感染症による	 	
	 下肢壊死性軟部組織感染症に対し大腿切断で救命した一例

………………………………… 深谷赤十字病院  外傷・救命救急センター	 瀧	 りえ
O12-3（D）	 下腿コンパートメント症候群を発症し筋膜切開術を要した，	 	
	 劇症型溶血性連鎖球菌感染症（STSS）の 1例

……………………………… 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急科	 宮田	 秀平
O12-4（D）	 2024 年に経験した SFTS（重症熱性血小板減少症候群）の 3例

……………………… 順天堂大学医学部附属静岡病院  臨床研修センター	 沢	 彩南
O12-5（D）	 稀な感染症の地域分布を踏まえた鑑別診断の有用性と	 	
	 他職種・他機関への情報共有の必要性

……………………………………………………………………大分県立病院	 二宮	 稀子
O12-6（D）	 COVID-19 と診断された日に血液培養を採取する意義

………………………………………………… 市立岸和田市民病院  救急科	 北山	 淳一
O12-7（D）	 歯肉膿瘍と長時間の入浴からショックをきたした 1例

…………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科／
	 昭和医科大学  医学部  救急災害医学講座	 宮本	 和幸



日臨救急医会誌（JJSEM）2025；28：135-209164

■第 10 会場（パシフィコ横浜　会議センター　4F 415）

口演 13（O13）� 9：00〜 10：00

	 「様々な内因性疾患・病態」
	 座長	 和歌山ろうさい病院  救急部・集中治療部	 岩崎	 安博

O13-1（E）	 当局におけるブドウ糖投与の現状
…………………………………………………………………佐賀広域消防局	 山下	 明恵

O13-2（D）	 救急外来での簡易血糖測定において偽高値を示した低血糖症の一例
………………………………………………北部医療センター安佐市民病院	 前原	 悠希

O13-3（D）	 スーパー母体搬送された前皮神経絞扼症候群の 1例
……………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座	 深見	 彩音

O13-4（D）	 HELLP 症候群に肝被膜下血腫を合併し出血性ショックに至った 1例
……………………… 順天堂大学医学部附属浦安病院  臨床研修センター	 内田	小祐貴

O13-5（D）	 高マグネシウム血症により徐脈をきたした一例
………………………………………………… 伊勢赤十字病院  初期研修医	 齋藤	 慶弥

O13-6（D）	 低リン血症により急性症候性発作を来たした 1症例
…………………………… 昭和医科大学  医学部  救急・災害医学講座／
	 昭和医科大学藤が丘病院  救命救急科	 下崎	 優花

O13-7（D）	 高齢者における粘液水腫昏睡の一例
………………………………………………………… 関西労災病院  救急科	 宮内	 蓮

口演 14（O14）� 10：00〜 11：00

	 「災害・災害トリアージ 1」
	 座長	 長野赤十字病院  救命救急センター	 岩下	 具実

O14-1（P）	 石川県輪島市における令和 6年能登半島地震後の薬剤提供状況と課題：	 	
	 薬局薬剤師に対するインタビュー調査

…………………………………………………… 金沢医科大学病院  薬剤部	 西田	 祥啓
O14-2（P）	 都市型災害における薬剤師が担うロジスティクスの有用性の評価

………………………………………日本大学医学部附属板橋病院／薬剤部	 藤條	 拓
O14-3（E）	 令和 6年能登半島地震における		
	 能登中部保健医療福祉調整本部の役割と対応

……………………………………………国立病院機構本部DMAT事務局	 大山	 凌治
O14-4（D）	 普段の活動が災害時に機能する。	 	
	 〜初動における顔の見える関係の重要性〜

………………………………………………………岐阜大学医学部付属病院	 吉田	 隆浩
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O14-5（N）	 救急外来の看護師と救急救命士が連携して取り組む	 	
	 災害への備えについて	 	
	 〜部署から病院全体へつなげる，災害対策のアウトカム〜

………関西メディカル病院  看護部／関西メディカル病院  ER センター	 長江	 佳鈴
O14-6（D）	 災害時における病院機能維持と		
	 在宅医療の継続を念頭においた BCP策定について

……………………………………………国立病院機構本部DMAT事務局	 三村	 誠二
O14-7（D）	 倒壊建物の狭隘空間における医療活動（CSM）の研修コースの開発

……………… 日本医科大学多摩永山病院／日本医科大学  救急医学教室	 阪本	 太吾

口演 15（O15）� 11：00〜 12：00

	 「災害・災害トリアージ 2」
	 座長	 福島県立医科大学医学部  救急医療学講座	 伊関	 憲
	 	 地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立北部医療センター
	 	 安佐市民病院  薬剤部	 植竹	 宣江

O15-1（R）	 原子力災害を含む複合災害時の情報共有・情報管理のあり方について	 	
	 〜令和 6年度愛媛県原子力防災訓練より〜

……………………………………………………………愛媛県立新居浜病院	 渡辺	真由美
O15-2（P）	 DMAT実働訓練を活用した院内防災訓練の実施と派遣DMATとの連携

………………………………………………………… 広島大学病院  薬剤部	 吉川	 博
O15-3（P）	 十勝岳噴火総合防災訓練への医療チームとしての参画	 	
	 〜『泥流地帯』に備えて〜

…………………………………………………………………旭川赤十字病院	 多地	 貴則
O15-4（E）	 多数傷病者訓練で見えたトリアージタッグ記載に関する課題	 	
	 〜トリアージタッグ記載項目ごとの評価〜

…………………………………………………………………豊田市消防本部	 柳井	 敦吏
O15-5（C）	 災害拠点病院の放射線診断部門の設備機器の稼働状況に関する	 	
	 基礎的調査研究

…………………………………………………………………………日本大学	 江川	 香奈
O15-6（P）	 令和 6年能登半島地震における大阪DPATの本部支援業務とその課題

……………………………………大阪府立病院機構大阪精神医療センター	 藤江	 直輝
O15-7（D）	 国際災害医療チーム受援に関する研究と実働訓練

……………………………………… DMAT事務局／順天堂大学  医学部	 大場	 次郎
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口演 16（O16）� 14：30〜 15：30

	 「急性中毒・異物 1」
	 座長	 浜松医科大学  医学部  救急災害医学講座	 吉野	 篤人
	 	 高崎総合医療センター  救急科	 町田	 浩志

O16-1（E）	 病院前救護における有機溶剤中毒傷病者の	 	
	 ドクターヘリ搬送症例を経験して

…… 加賀市消防本部  大聖寺分署／富山大学大学院  総合医薬学研究科  
	 総合医薬学専攻  先端医科学プログラム  救急医学講座	 河中	 拓郎

O16-2（P）	 若年者における一般用医薬品過量服薬の救急対応に関与した 1例
………………………………………………………………くまもと県北病院	 西	 正浩

O16-3（D）	 医薬品中毒における病院前情報による集中治療の予測因子の検討
…………………………… 横浜市立みなと赤十字病院  救命救急センター	 高橋	 哲也

O16-4（D）	 アセトアミノフェン中毒の 2例と診療における新しい知見
……………………………………………… 野崎徳洲会病院  救急センター	 千代	 孝夫

O16-5（D）	 血清コリンエステラーゼ低値に着目し中間症候群を早期に認識し得た	 	
	 有機リン中毒の一例

…………………………………自治医科大学附属さいたま医療センター／
	 和歌山県立医科大学附属病院	 白岡	 裕毅

O16-6（D）	 用手経肛門的に摘出しえた性的玩具による直腸異物の 2例
………………………………………………………………札幌東徳洲会病院	 宮崎	 大

O16-7（D）	 カセットコンロガス（ブタン）吸入に伴う	 	
	 心室細動の 1救命例から得た教訓

………………………………………………… 宮崎市郡医師会病院  救急科	 長嶺	 育弘

口演 17（O17）� 15：30〜 16：30

	 「急性中毒・異物 2」
	 座長	 東海大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 中川	 儀英
	 	 香川県立中央病院  救急科	 白井	 邦博

O17-1（D）	 ジギタリス中毒による薬剤性めまいが疑われた一例
……………………………………………………………医誠会国際総合病院	 松田	 遵

O17-2（P）	 アセトアミノフェン中毒患者の肝障害に関する実態調査
………………………………………………………………高知医療センター	 吉田	 李菜

O17-3（D）	 異物自己注射により Lactobacillus 属菌血症に至った 1例
…………………………………………………… 旭川医科大学病院  救急科	 難波	 亮

O17-4（D）	 膀胱内異物（単三アルカリ乾電池）の一例
……………………………………自治医科大学附属さいたま医療センター	 富永	経一郎

O17-5（D）	 維持透析患者に生じたメトホルミン関連脳症の 1例
………………………………………… 大阪赤十字病院  救命救急センター	 青木	 杏奈
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O17-6（C）	 義歯誤嚥による気道異物が見逃された意識障害患者の 1例
……………………………………… 朝日大学病院  麻酔科・歯科麻酔科／
	 朝日大学  保健医療学部  救急救命学科	 名知	ひかる

O17-7（D）	 法医学講座との連携で確定診断に至った	エチレングリコール中毒の 1例
………………………………… 旭川医科大学病院  卒後臨床研修センター	 西田	 さと

口演 18（O18）� 16：30〜 17：30

	 「急性中毒・異物 3」
	 座長	 長崎大学病院  高度救命救急センター	 田﨑	 修

O18-1（D）	 血液粘弾性評価が出血傾向の評価に有用であったアスピリン中毒の一例
……………………………… 群馬大学医学部附属病院  救命救急センター	 市川	 優美

O18-2（D）	 瞳孔散大・切迫心停止で搬送された	 	
	 シアナミド−エタノール反応の一救命例

………………………………………………………………藤枝市立総合病院	 宇佐美	柊斗
O18-3（D）	 薬物過量摂取に対して	 	
	 早期の上部消化管内視鏡での薬物除去が奏功した一例

………………………………………… 昭和医科大学藤が丘病院  救急科／
	 昭和医科大学病院  医学部  救急・災害医学講座	 広瀬	 大輝

O18-4（E）	 一酸化炭素中毒による意識障害の判断に苦慮し，		
	 救急隊員が酸素欠乏の環境下に晒された 1例

……………………………………………………………………福岡市消防局	 内田	 宗暁
O18-5（D）	 柴胡加竜骨牡蛎湯による薬剤性間質性肺炎の 1例

………………………………………………埼玉医科大学国際医療センター	 近江	 光
O18-6（D）	 メトホルミン過量内服による乳酸アシドーシスに対し	 	
	 血液浄化療法にて救命し得た 1例

……………………………… 近畿大学奈良病院  第三次救命救急センター	 中尾	 隆美
O18-7（P）	 急性カフェイン中毒患者 12症例の記述統計的分析

…………………………………………… 鳥取大学医学部附属病院  薬剤部	 松本	 徳人

■第 11 会場（パシフィコ横浜　会議センター　4F 416）

口演 19（O19）� 9：00〜 10：00

	 「院外・院内心停止 1」
	 座長	 足利赤十字病院  救命救急センター  救急科	 菊池	 広子
	 	 広島国際大学  保健医療学部  救急救命学科	 安田	 康晴

O19-1（E）	 特定行為指示要請開始時間と関連因子の研究
……… 茨城西南広域消防本部／国士舘大学大学院  救急システム研究科	 中村	 哲久
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O19-2（E）	 救急隊による院外心停止に対する特定行為実施時間の分析
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 木村	 龍

O19-3（E）	 救急救命士による特定行為の実施場所に影響を与える要因の検討	 	
	 〜インタビュー内容の計量テキスト分析〜

……………………… 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科／
	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 守岡	 大吾

O19-4（E）	 エマージェンシーコール（119）から心拍再開までの時間と	 	
	 社会復帰の関係

……………………………………………………………………札幌市消防局	 原	 正浩
O19-5（E）	 院外心停止症例にAEDを届ける取組（堺市「まちかどAED」）

………………………………………………………………………堺市消防局	 片岡	 竜彦
O19-6（E）	 除細動症例に対する活動プロトコル	 	
	 〜早期アドレナリン投与活動が及ぼす影響〜

…………………………………………………………………豊田市消防本部	 大屋	 悠真
O19-7（C）	 マンション設置AEDの「公共アクセス化」は	 	
	 CPA事案にどれほど有効か？〜アクセシビリティの観点から〜

……………………………………………………………………大阪公立大学	 木村	 義成

口演 20（O20）� 10：00〜 11：00

	 「脳神経 1」
	 座長	 川崎市立多摩病院  脳神経外科	 小野	 元
	 	 さいたま市民医療センター	 坪井	 謙

O20-1（N）	 椎骨動脈解離でくも膜下出血となり死亡した 3症例の検討
…………一般財団法人潤和リハビリテーション振興団体潤和会記念病院	 川越	香奈子

O20-2	 演題取り下げ

O20-3（E）	 痙攣重積患者における直近搬送と予後の関連：	 	
	 単施設後ろ向きコホート研究

………………………………………………………………………東京消防庁	 中島	 大希
O20-4（E）	 桑員地域MC体制における脳卒中プロトコル変更後の活動変化について

…………………………………………………………………桑名市消防本部	 増田	 満生
O20-5（R）	 急性期脳梗塞における頚部CPRを用いた頚部血管評価の有用性

……………………………………自治医科大学附属さいたま医療センター	 島田	 和樹
O20-6（N）	 椎骨動脈解離の背景と看護

…………一般財団法人潤和リハビリテーション振興団体潤和会記念病院	 半田	 捺美
O20-7（E）	 当院における脳卒中（SSN）対応記録用紙の活用について

………………… 埼玉医科大学総合医療センター  高度救命救急センター  
	 救急科（ER）	 佐藤	 彩香
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口演 21（O21）� 11：00〜 12：00

	 「脳神経 2」
	 座長	 東邦大学医療センター大森病院  救命救急センター	 本多	 満

O21-1（D）	 可逆性後頭葉白質脳症を呈した脳アミロイドアンギオパチーの 1例
………………………………………… 昭和医科大学  救急・災害医学講座	 柿	 佑樹

O21-2（D）	 意識評価が難しい高齢者の水痘帯状疱疹ウイルス性脳炎の一例
………………………………………医療法人社団筑波記念会筑波記念病院	 岩窪	 瑠南

O21-3（D）	 低ナトリウム血症による細胞傷害性脳梁膨大部病変 (CLOCCs）の一例
………………… 日本大学  医学部  救急医学系救急集中治療医学分野／
	 横浜労災病院  救命救急センター	 河野	 勝紀

O21-4（D）	 左側の麻痺で発症し中枢神経疾患との鑑別を要した	 	
	 特発性脊髄硬膜外血腫の一例

……………………………………自治医科大学附属さいたま医療センター	 東郷	 志穂
O21-5（E）	 脳卒中を疑い搬送した傷病者が特発性脊髄硬膜外血腫であった一例

…………………………………………………………………貝塚市消防本部	 木下	 高志
O21-6（D）	 整形外科周術期に発症した非アルコール性ウェルニッケ脳症の一例

………………………………………………… 加古川中央市民病院  救急科	 大田	 峻翼
O21-7（D）	 末梢神経障害との鑑別に難渋した hand knob infarction の一例

……………………………………………………………鹿児島県立大島病院	 橋口	 友輔

口演 22（O22）� 14：30〜 15：30

	 「地域住民への啓蒙」
	 座長	 桑名市総合医療センター	 畑田	 剛
	 	 京都橘大学  健康科学部	 黒崎	 久訓

O22-1（HS）	 避難所設営訓練に応急手当訓練を組み込む取組み（1）
……………川越救急クリニック／さいたま市中央区防災アドバイザー会	 吉田	 雄一

O22-2（C）	 月の見え方と交通事故の関係について
…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 田久	 浩志

O22-3（E）	 高齢者が応急手当を行うために必要な救命講習の課題
…………………………………………………………………一関市消防本部	 本吉	 秀敏

O22-4	 演題取り下げ

O22-5（E）	 VR 教材を用いた市民向け緊急度判断講習会の有用性の検討
…………………………………… 日本体育大学大学院  保健医療学研究科	 櫻澤	 玲

O22-6（E）	 119 番通報者における傷病者観察力および	 	
	 情報提供力の向上に関する取り組み

……………………………………………………………………下関市消防局	 長岡	 敏信
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O22-7（E）	 一般市民による浴槽救出方法の検討	 	
	 〜浴槽の水を抜いた救出方法と水を抜かない救出方法との比較〜

……………… 愛知淑徳大学  健康医療科学部  スポーツ・健康医科学科  
	 救急救命医学専攻／
	 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 篠塚	 雄希

口演 23（O23）� 15：30〜 16：30

	 「シミュレーション教育と研修」
	 座長	 仙台市立病院  救急科・救命救急センター	 山内	 聡
	 	 松山市民病院  臨床教育室	 永渕	 克弥

O23-1（E）	 JPTEC（Japan Prehospital Trauma Evaluation and Care）	 	
	 プロバイダーコースの状況評価トレーニングに	 	
	 Virtual Reality（VR）教材を活用する試み

…………………………………………………………………埼玉西部消防局	 齋藤	 正典
O23-2（CE）	 愛知 PUSH教材による非医療への BLS 講習会の取組み

……………………………………………………… 春日井市民病院  技術局	 冲中	 勇揮
O23-3（E）	 PEMECコース子育て世代の参加支援（ファミリーサポート体制）に	 	
	 向けた取り組み

…………………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科	 齋藤	 汐海
O23-4（D）	 秋田 ISLS シンポジウム開催の報告

……………………………………………秋田県立循環器・脳脊髄センター	 佐々木	正弘
O23-5（E）	 FAST（Focused assessment of sonography for trauma）	 	
	 実施時間に対する拡張現実導入の教育効果	 	
	 〜救急救命士学生を対象とした検討〜

……………… 日本体育大学大学院  保健医療学研究科  保健医療学専攻	 濱	 京志朗
O23-6（R）	 造影 CT検査における急変時対応シミュレーション研修の実施と効果

……………………………… 市立釧路総合病院  医療技術部放射線技術科	 加城	 雄平
O23-7（E）	 医療機関との合同研修会	 	
	 〜病院交渉要領の技術向上を目指して〜

……………………………………………………………………岡山市消防局	 稲富	 崇司

口演 24（O24）� 16：30〜 17：40

	 「心血管」
	 座長	 日本赤十字社医療センター  救命救急センター	 林	 宗博

O24-1（D）	 周産期の急性心不全の一例
……………………………………………………………………京都市立病院	 岡田	真由子

O24-2（D）	 心筋炎の診断に難渋した 1例
………………………………………………………………………呉共済病院	 西沢	晃一郎
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O24-3（D）	 初診で尿管破裂と診断された腹部大動脈瘤破裂の 1例
………………………………………………………………………呉共済病院	 宮本	 愛唯

O24-4（D）	 喘息治療中にたこつぼ心筋症を発症した一例
………………………………………………………………昭和医科大学病院	 飯島	 章子

O24-5（D）	 座位での失神を繰り返したペースメーカー患者の一例
……………………………………………… 河北総合病院  救急集中治療科	 野田	 美咲

O24-6（D）	 正中弓状靱帯症候群による前下膵十二指腸動脈瘤破裂の 1例
…………………………………………… 昭和医科大学  臨床研修センター	 渡部	 彩香

O24-7（P）	 Carperitide and sacubitril/valsartan combined 	 	
	 to cause hypotension in a patient with type-A dissection

……………………………………………………………………………………	 田村	 未来
O24-8（E）	 循環器疾患に対する病院前 12誘導心電図の可能性

………………………………………………………………………東京消防庁	 笹沼	 拓未

口演 25（O25）� 17：40〜 18：30

	 「家族対応」
	 座長	 浜松医科大学  救急災害医学講座	 渥美	 生弘
	 	 日本看護協会  看護研修学校認定  看護師教育課程	 杉本	 環

O25-1（N）	 当院の救命救急センターにおけるグリーフケア活動
……………………………………………………………………北里大学病院	 藤岡	 瑠璃

O25-2（N）	 救急外来での家族参加型エンゼルケアキャンペーンは	 	
	 グリーフケアへの意識を変えた

……………………… 藤枝市立総合病院  救命救急センター  外来看護師	 青島	 咲子
O25-3（N）	 救命救急センター看護師から始まる個別性に合わせたグリーフケア	 	
	 〜突然の死別を経験した家族に寄り添う〜

………………………………………… 聖路加国際病院  救命救急センター	 森	 泰子
O25-4（N）	 救急搬送患者家族看護の充実に向けて	 	
	 〜救急患者家族のニードを把握する〜

………………………………………… JA徳島厚生連吉野川医療センター	 藤川	 円
O25-5（C）	 救命病棟における『公認心理師』介入の実践報告と課題		
	 〜入院時重症患者対応メディエーターの活動を通して〜

………………… 済生会横浜市東部病院  こころのケアセンター  心理室	 牛山	 幸世
O25-6（N）	 高度救命救急センターから終末期在宅医療移行に向けた地域連携	 	
	 〜住み慣れた自宅で最期を過ごすために〜

………………………… 鳥取大学医学部附属病院  高度救命救急センター	 松田	 奈央
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■第 12 会場（パシフィコ横浜　会議センター　4F 417）

口演 26（O26）� 9：00〜 10：00

	 「医療従事者教育 4」
	 座長	 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急科	 根本	 学
	 	 八戸市立市民病院  救命救急センター	 奥沢	 悦子

O26-1（D）	 病院前外傷救護における簡易骨盤固定は適切に実施されているか？
……… 鳥取県立中央病院  高次救急集中治療センター  救急集中治療科	 萩原	 尊礼

O26-2（E）	 「通話のスペシャリスト」を目指して	 	
	 〜病院救命士教育のアウトカム　現状とその先〜

…… 関西メディカル病院  ER センター／関西メディカル病院  EMT科	 平田	 誠
O26-3（MT）	 臨床検査技師による救急隊員向け心電図講習の実施

………………………………………………………………刈谷豊田総合病院	 杉江	 千穂
O26-4（D）	 災害医療勉強会により学生の災害対応の理解度は向上し，	 	
	 災害医療活動の原則に則って活動できるようになる

…………………………………………………… 千葉大学  医学部  医学科	 小田	 裕也
O26-5（D）	 学生の放射線災害対応勉強会への参加は，	 	
	 放射線災害に対応できる人材の確保に寄与する

……………………………………………… 千葉大学  看護学部  看護学科	 西ヶ谷	風佳
O26-6（E）	 PCECコースにおける学生ファシリテーターの意義

…………倉敷芸術科学大学  生命科学部  健康科学科  救急救命士コース	 松村	 敬則
O26-7（D）	 交通事故の背景に潜む内因性疾患	 	
	 〜大動脈解離を契機とした症例の検討〜

………………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科／
	 滋賀医科大学  救急集中治療医学講座／
	 滋賀医科大学  社会医学講座法医学部門	 益満	 茜

口演 27（O27）� 10：00〜 11：00

	 「医療従事者教育 5」
	 座長	 日本医科大学千葉北総病院  救命救急センター	 安松	比呂志
	 	 国立大学法人神戸大学  大学院医学研究科  外科系講座
	 	 災害・救急医学分野	 鵜澤	 佑

O27-1（E）	 病院実習で積極的な学習に至られない学生の阻害要因の検討
……………………………………………………………………日本体育大学	 宇田川	美南

O27-2（D）	 中大脳動脈M2閉塞に対して血栓回収術を施行した 1例
…………………………………………………北里大学メディカルセンター	 呉	 聖泉
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O27-3（D）	 救急救命士の観察・判断能力の改善は急務	 	
	 〜本県における低血糖判断の調査結果から〜

………日本赤十字社伊勢赤十字病院／三重県救急搬送・医療連携協議会	 説田	 守道
O27-4（E）	 教育機関におけるファーストエイド教育の現状と課題

…………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科	 柳澤	 初実
O27-5（E）	 胸部症状を伴う小児での 12誘導心電図活用の実態

…………………………………………………………………栃木市消防本部	 﨑山	 師
O27-6（S）	 救急救命学科学生のN95マスク密着性評価における	 	
	 ユーザーシールチェックの信頼性

…………………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科	 芳村	 拓海
O27-7（C）	 救急車のオゾン消毒を中止して救急出動する危険性の検討

……………… 日本体育大学  救急医療学科  救急蘇生災害医療学研究室	 鶴	 俊輔

口演 28（O28）� 11：00〜 12：00

	 「医療従事者教育 6」
	 座長	 岐阜大学医学部附属病院  高次救命治療センター	 吉田	 隆浩
	 	 東京科学大学病院  救命救急センター	 林	 恭子

O28-1（E）	 ひとのやる気を引き出すための解決策をテーマとした研修報告	 	
	 〜教育設計学であるインストラクショナルデザイン (ID）をもとに〜

…………熊本大学教授システム学教育実践力開発拠点／豊田市消防本部	 大石	 奨
O28-2（E）	 「熊本から発信する救急救命士の未来」	 	
	 PEMECと KEMATがもたらす効果と今後の展望

………………………………………………………………八代広域消防本部	 宮村	 一海
O28-3（E）	 子どもの呼吸様式は服を脱がせて観察せよ！	 	
	 〜愛知県救急救命士再教育事業の取り組み〜

………………………大府市消防本部／愛知県救急業務高度化推進協議会  
	 プロトコール教育委員会	 松原	 慎

O28-4（E）	 指導救命士の質の維持には認定時実技時間の拡充と	 	
	 その後の指導機会の確保が重要である

…………………………………………………日本赤十字社伊勢赤十字病院	 宮崎	伊佐夫
O28-5（D）	 救命士養成課程学生に対する PCECコース運営の工夫

………………地方独立行政法人加古川市民病院機構加古川中央市民病院	 佐藤	 圭路
O28-6（MT）	 臨床検査技師が救急外来で超音波検査を実施する意義と課題

………………………………………医療法人徳洲会名古屋徳洲会総合病院	 河井	 伸午
O28-7（E）	 ハイパフォーマンスCPR講習の現状と課題

………………………………………………………………明治国際医療大学	 原	 貴大
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口演 29（O29）� 14：30〜 15：30

	 「医療従事者教育 7」
	 座長	 富山県立中央病院  救命救急センター	 若杉	 雅浩
	 	 日本救急システム株式会社	 後藤	 奏

O29-1（S）	 救急救命士養成校学生が病院実習で被るストレスの実態と	 	
	 ストレスに関連する因子についての検討

…………………………………… 京都橘大学  健康科学部  救急救命学科	 松延	 佐歩
O29-2（S）	 救急救命士養成課程の学生における性格特性と	 	
	 学業成績や娯楽行動との関連の検討

………………………… 明治国際医療大学  保健医療学部  救急救命学科	 武藤	 好美
O29-3（E）	 医師同乗実習における	 	
	 新たな救急救命士再教育プログラムの構築と効果

……………………………………………………砺波地域消防組合消防本部	 中村	 悠里
O29-4（E）	 周産期領域に関する消防局における取り組みについて

……………………………………………………………………仙台市消防局	 土屋	 雅人
O29-5	 演題取り下げ

O29-6（E）	 所属における通信指令員の指導救命士配置の現状と	 	
	 その必要性についての提言〜通信指令室からの挑戦〜

…………………………………………………………………秦野市消防本部	 青木	 季道
O29-7（E）	 救急救命士養成校における迅速簡易超音波検査法（FAST）を使用した	 	
	 教育プログラム開発

…………………………… 弘前医療福祉大学  短期大学部  救急救命学科	 若松	 淳

口演 30（O30）� 15：30〜 16：30

	 「基礎・臨床研究 1」
	 座長	 帝京大学医学部  救急医学講座	 三宅	 康史

O30-1（E）	 重症傷病者の発生に関連する気象因子
………………………………………………知多中部広域事務組合消防本部	 宮﨑	 寛典

O30-2（E）	 救急搬送された外傷傷病者のデルタショック指数と患者転帰との関連
………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科／
	  防衛医科大学校病院  救急部	 齋藤	 大蔵

O30-3（E）	 救急活動における手袋の二重着用の有効性に関する研究
……………………………… 広島国際大学  保健医療学部  救急救命学科	 佐々木	広一

O30-4（S）	 傷病者階段搬送時の電動リフトチェアと身体的負担の関連の検討	 	
	 〜クロスオーバー試験〜

………………………………… 国士舘大学  体育学部  スポーツ医科学科	 高橋	亜樹良
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O30-5（D）	 重症患者における末梢静脈カテーテル関連静脈炎の発生に対する	 	
	 ノルアドレナリン投与量の影響：	 	
	 時間依存性マルチレベルCox 回帰モデルによる解析

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 安田	 英人
O30-6（D）	 敗血症性ショックにおけるカテコラミン最大投与量の持続時間が，	 	
	 初回抗菌薬感受性の早期指標となりうる

…………………… 日本大学  医学部  救急医学系救急集中治療医学分野	 山屋	百合奈
O30-7（D）	 自傷・自殺未遂による救急外来受診のタイミングと	 	
	 精神科コンサルトの関連：JA-RSA レジストリより

……………………………………… 岡山大学病院  高度救命救急センター	 神野	 駿太

口演 31（O31）� 16：30〜 17：30

	 「基礎・臨床研究 2」
	 座長	 千葉大学大学院医学研究院  救急集中治療医学	 中田	 孝明

O31-1（D）	 集中治療室における短期末梢カテーテル材料の違いが	 	
	 静脈炎の発生率に与える影響：AMOR-VENUS試験の事後解析

………………………… 自治医科大学附属さいたま医療センター  救急科	 新里	祐太朗
O31-2（E）	 救急救命学科卒業生の講話が，	 	
	 救急救命士学生のキャリア形成の考え方に及ぼす影響

……………………………………………………………………川崎市消防局	 三芳	 智伸
O31-3（D）	 EFIC 活用臨床試験に対する一般市民の認識は	 	
	 救急搬送されたことがあるか否かで異なるか

…………… 東京歯科大学市川総合病院  救急科／ REFINED-IC 研究班	 鈴木	 昌
O31-4（D）	 消防および医療機関データ突合の試み〜第 2報〜

………………………………… 奈良県立医科大学  高度救命救急センター	 山本	 幸治
O31-5（E）	 自動心肺蘇生器導入後の効果と今後の展望

………………………………………………………………春日部市消防本部	 近藤	 祐司
O31-6（E）	 現場でバイタルサインを測定すべきか？

…………………………………………泉州南消防組合泉州南広域消防本部	 萬田	将太郎
O31-7（MT）	 MDWは感染症の診断およびWBC，CRP と関連するか

………………………………………………医療法人社団久福会関野病院／
	 自治医科大学附属さいたま医療センター救急科	 小幡	佳津明

■第 13・14 会場（パシフィコ横浜　会議センター　4F 418・419）

併設コース� 9：00〜 18：30

	 「PEMECコース」


